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セ
メ
ン
ト
質
は
、
歯
周
組
織
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
同
時
に
歯

牙
を
構
成
す
る
三
硬
組
織
の
一
つ
で
も
あ
る
。
セ
メ
ン
ト
質
は
、

三
硬
組
織
の
中
で
は
一
番
骨
組
織
に
近
似
し
て
い
る
が
、
骨
組
織

と
異
な
り
、
基
本
的
に
脈
管
は
存
在
し
な
い
た
め
、
改
造
能
力
は

少
な
く
、
骨
組
織
よ
り
も
吸
収
に
対
し
て
強
い
抵
抗
性
を
有
す
る

た
め
、
歯
科
矯
正
治
療
が
可
能
と
な
る
理
論
的
根
拠
と
な
っ
て
い

る
。
一
般
に
、
哺
乳
類
の
歯
は
す
べ
て
セ
メ
ン
ト
質
と
顎
骨
を
歯

根
膜
を
介
在
す
る
こ
と
で
固
定
さ
れ
る
槽
生
を
主
体
と
し
て
お

り
、
爬
虫
類
以
下
で
は
原
則
と
し
て
歯
槽
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
属
・
種
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
セ
メ
ン
ト
質
、
歯
根
膜
は
獲
得
し
た
形
質
と
い
わ
れ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

セ
メ
ン
ト
質
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
、
象
牙
質
よ
り
そ
の
発
見
は
遅
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セ
メ
ン
ト
質
微
細
構
造
の
概
念
の
変
遷
に

つ
い
て

西
巻
明
彦

く
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
ノ
ン
が
一
七
九
七
年
に
、
皮
質
性
の
硬
組
織

と
報
告
し
た
も
の
が
初
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
動
物

の
歯
に
つ
い
て
の
研
究
が
主
で
、
同
時
期
に
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ー
ム

ズ
ら
に
よ
る
報
告
も
あ
る
。
ま
た
、
キ
ュ
ー
ヴ
ィ
エ
は
根
部
に
歯

の
角
質
が
あ
る
こ
と
を
一
八
○
三
年
の
講
義
で
述
べ
て
お
り
、
レ

ッ
チ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
キ
ュ
ー
ヴ
ィ
エ
こ
そ
セ
メ
ン
ト
質
に
つ
い

て
述
べ
た
最
初
の
ヒ
ト
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
の
『
人
体
の
構
造
に
関
す
る
七
つ
の
章
』
に
も
セ
メ
ン
ト
質

の
記
載
は
な
く
、
ハ
ン
タ
ー
の
『
人
の
歯
の
博
物
学
』
（
一
七
七
一

年
）
に
も
、
エ
ナ
メ
ル
質
と
骨
質
の
二
種
類
の
物
質
に
よ
り
歯
は
構

成
さ
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
セ
メ
ン
ト
質
と
命

名
し
た
の
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
『
オ
ド
ン
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
二
八

四
○
～
一
八
四
五
年
）
で
あ
っ
た
。

セ
メ
ン
ト
質
の
微
細
構
造
は
、
細
胞
を
有
す
る
有
細
胞
セ
メ
ン

ト
質
と
、
細
胞
の
な
い
無
細
胞
セ
メ
ン
ト
質
と
に
分
類
さ
れ
る
。

ま
た
、
セ
メ
ン
ト
質
を
シ
ャ
ー
ピ
ィ
線
維
が
歯
根
膜
よ
り
貫
い
て

い
る
。
無
細
胞
セ
メ
ン
ト
質
は
、
有
細
胞
セ
メ
ン
ト
質
よ
り
、
初

期
に
発
生
す
る
と
し
、
島
峰
徹
は
、
無
細
胞
セ
メ
ン
ト
質
を
原
生

セ
メ
ン
ト
質
、
有
細
胞
セ
メ
ン
ト
質
を
第
二
セ
メ
ン
ト
質
と
一
九
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一
○
年
に
名
付
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
分
類
は
後
年
無
細

胞
セ
メ
ン
ト
質
、
有
細
胞
セ
メ
ン
ト
質
は
刺
激
の
強
弱
に
よ
り
発

生
す
る
と
さ
れ
、
藤
田
恒
太
郎
は
、
「
島
峰
氏
の
原
生
セ
メ
ン
ト
、

第
二
セ
メ
ン
ト
と
い
う
命
名
は
、
い
さ
さ
か
不
合
理
で
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
近
年
、
テ
ン
・
カ
ー
テ
ら

に
よ
り
、
セ
メ
ン
ト
質
を
固
有
線
維
セ
メ
ン
ト
質
、
非
固
有
線
維

セ
メ
ン
ト
質
、
混
合
線
維
セ
メ
ン
ト
質
に
分
類
す
る
方
法
も
提
唱

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
象
牙
質
と
セ
メ
ン
ト
質
の
境
界
に
存
在
す

る
中
間
セ
メ
ン
ト
質
は
、
一
九
二
七
年
ベ
ン
ッ
ェ
に
よ
り
記
載
さ

れ
た
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

一
般
に
セ
メ
ン
ト
質
研
究
は
エ
ナ
メ
ル
質
、
象
牙
質
研
究
に
比

べ
そ
の
数
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
比
較
解
剖
学

が
対
象
と
す
る
動
物
が
、
哺
乳
類
に
限
ら
れ
、
爬
虫
類
以
下
に
そ

の
数
が
少
な
い
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

た
め
、
そ
の
発
見
が
遅
れ
、
し
か
も
、
ハ
ン
タ
ー
、
プ
ル
キ
ン
エ
、

オ
ー
エ
ン
、
ケ
リ
カ
ー
な
ど
は
、
博
物
学
者
、
解
剖
学
者
で
あ
っ

た
た
め
、
エ
ナ
メ
ル
質
、
象
牙
質
の
研
究
は
、
そ
の
対
象
と
な
る

動
物
が
多
く
な
る
た
め
、
必
然
的
に
多
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
は
今
日
で
言
う
生
物
学
が
中
心
で
、
歯
科
医
学
の
た
め
の
組

織
学
は
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ー
ム
ス
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

歯
科
医
学
に
お
い
て
も
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
中
頃
ま
で
は
、

う
蝕
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
中
心
で
、
ど
う
し
て
も
、
エ
ナ
メ

ル
質
、
象
牙
質
を
中
心
と
す
る
研
究
が
主
体
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
こ
と
も
、
一
因
で
あ
っ
た
。
二
十
世
紀
後
半
よ
り
歯
周
病

が
注
目
さ
れ
、
歯
周
組
織
の
ひ
と
つ
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
質
も
、
そ

の
複
合
体
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
脚
光
を
あ
び
て
い
く
こ
と
と
な

ブ
（
》
○

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館
）


